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大隅半島東岸内之浦湾から得られたオグロエソ

畑　晴陵 1・山田守彦 2・本村浩之 3

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
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　はじめに

エソ科アカエソ属 Synodus は腹鰭軟条数が 9，

腹鰭最後軟条長が第1軟条長の2–3倍であること，

臀鰭軟条数が 8–11，臀鰭基底長が背鰭基底長よ

り も 短 い こ と， お よ び 尾 鰭 両 葉 の 前 起 鰭 条

（procurrent ray）が被鱗しないことなどで特徴づ

けられ（Russell, 1999），日本からは 14 種が知ら

れる（山田・柳下，2013）．そのうちオグロエソ

Synodus jaculum Russell and Cressey, 1979 は鹿児島

県内において，これまで屋久島と琉球列島からの

み報告されていた（Motomura et al., 2010；山田・

柳下，2013）．内之浦湾における魚類相調査（例

えば小枝・本村，2015；吉田・本村，2015；畑ほ

か，2016）の過程で，1 個体のオグロエソが採集

された．本標本は九州沿岸におけるオグロエソの

標本に基づく初めての記録となるため，ここに報

告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Russell and Cressey (1979) に

したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこ

なった．オグロエソの生鮮時の体色の記載は，固

定前に撮影された鹿児島県産標本（KAUM–I. 

45390）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Synodus jaculum Russell and Cressey, 1979

オグロエソ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 45390，体長 85.3 mm，鹿児島

県肝属郡肝付町内之浦湾（31°18′N, 131°06′E），

水深 40 m，2012 年 2 月 22 日，定置網，山田守彦．

記載　背鰭軟条数 12；臀鰭軟条数 8；胸鰭軟

条数 12；腹鰭軟条 8；側線有孔鱗数 59；側線上

方横列鱗数 5½；側線下方横列鱗数 10；背鰭前方

鱗数 22．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

15.3；頭長 31.2；吻長 6.6；背鰭前長 44.2；背鰭

起部から脂鰭起部までの長さ 40.9；背鰭基底長

13.8；臀鰭基底長 7.1；胸鰭長 12.3；腹鰭長 24.5．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：上顎長

60.4；眼窩径 18.3；眼隔域幅 10.5；眼後長 64.8；

背鰭最長軟条長 53.2．

体は前後方向に長い円筒形を呈し，体高は背

鰭起部で最大．頭部はやや縦扁し，尾柄部は側扁

する．体背縁は吻端から眼の上方にかけて急に上

昇し，そこから背鰭起部にかけて極めて緩やかに

上昇する．背鰭起部から尾鰭基底上端にかけての

体背縁は極めて緩やかに下降する．体腹縁は下顎
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先端から腹鰭基底後端後方にかけて極めて緩やか

に下降し，そこから尾鰭基底下端にかけて極めて

緩やかに上昇する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端より

も僅かに後方，胸鰭基底下端は胸鰭基底上端より

も僅かに後方にそれぞれ位置する．胸鰭後端は尖

り，背鰭起部直下に僅かに達しない．腹鰭起部は

胸鰭基底下端よりも後方，腹鰭基底後端は胸鰭後

端よりも僅かに前方にそれぞれ位置する．たたん

だ腹鰭後端は肛門に達しない．背鰭基底後端は臀

鰭起部よりも前方に位置する．背鰭軟条は第 2 軟

条が最長．背鰭背縁は起部から第 2 軟条後端にか

けて著しく盛り上がり，そこから後方にかけて極

めて緩やかに下降する．脂鰭起部は臀鰭第 4 軟条

起部と第 5 軟条起部間に，脂鰭基底後端は臀鰭第

5 軟条起部直上にそれぞれ位置する．尾鰭は二叉

型を呈し，深く湾入する．肛門は正円形を呈し，

臀鰭起部前方に位置する．鰓蓋と前鰓蓋骨の後縁

はともに円滑．口裂は大きく，上顎後端は眼窩後

縁よりもはるかに後方に達する．下顎先端は上顎

先端よりも僅かに前方に突出する．吻端は丸い．

体は円鱗に被われるが，頭部は頬部を除いて無鱗．

背鰭前方鱗被鱗域先端は両眼窩後縁を結んだ線に

達しない．各鰭は尾鰭両葉の前起鰭条を含めて被

鱗しない．眼と瞳孔はともに円形．鼻孔は 2 対で

前鼻孔と後鼻孔は互いに近接する．両鼻孔はとも

に正円形．前鼻孔は三角形の皮弁をそなえる．上

顎と口蓋骨には鋭い円錐形の歯が 1 列に並ぶ．上

顎歯はいずれもほぼ同大であるが，口蓋骨歯は口

蓋骨先端部のものがそれ以外のものよりも顕著に

長い．下顎には鋭い円錐歯が 2 列に並び，舌の前

部に鋭い円錐歯が密生する．側線は完全で，鰓蓋

上方から尾鰭基底にかけて体背縁とほぼ並行には

いる．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面から体側上部に

かけては淡い黄褐色を呈し，体側下部から体腹面

にかけては白色．体側上部には眼より小さい赤色

斑が 2 列縦に並ぶ．体側下部には瞳孔よりも幅の

狭い横帯が 14 本はいる．尾柄後部から尾鰭基底

部に眼よりも大きい 1 黒色斑がはいる．東部独面

は一様に茶色がかった赤色．両唇を横断するよう

に橙色横帯が多数はいる．背鰭は白色半透明を呈

し，背鰭上部に黄色がかった橙色の縦帯が 1 本，

背鰭中部から下部にかけて 4 本の橙赤色縦帯がそ

れぞれはいる．胸鰭と臀鰭は一様に白色半透明を

呈し，模様は無い．腹鰭は白色半透明を呈し，各

軟条には瞳孔よりも小さい赤橙色斑が散在する．

脂鰭は白色半透明を呈し，上部は橙色，中部が黄

色をそれぞれ帯びる．尾鰭は白色半透明を呈し，

上下両縁には明るい赤橙色斑点が 1 列に並ぶ．尾

鰭の上下両葉に 4 本ずつ茶色がかった赤色の帯が

ある．虹彩は金色がかった赤橙色．

固定後の色彩 ― 体背面から体側上部にかけて

は茶褐色となり，体腹縁は黄色がかった淡褐色と

なる．体側と尾鰭の横帯は不明瞭な焦げ茶色とな

Fig. 1. Fresh specimen of Synodus jaculum from Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 45390, 85.3 mm SL).
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る．尾柄部の黒色斑は焦げ茶色となる．

分布　アフリカ東岸からマルケサス諸島にか

けてのインド・太平洋に広く分布するが，紅海と

ペルシャ湾からは記録されていない（Russell and 

Cressey, 1979; Russell, 1999；山田・柳下，2013）．

日本国内においてはこれまで八丈島，小笠原諸島

父島，相模湾，駿河湾，和歌山県串本町，愛媛県

愛南町室手，高知県柏島，屋久島，および琉球列

島 か ら 記 録 さ れ て お り（Moyer and Sano, 1985; 

Randall et al., 1997；山田・柳下，2013），本研究

により大隅半島太平洋沿岸における分布も確認さ

れた．

備考　内之浦湾産の標本は尾柄部に黒色斑を

有すること，背鰭軟条数が 11，臀鰭軟条数が 8，

側線有孔鱗数が 59，側線上方と下方の横列鱗数

がそれぞれ 5½ と 10，前鼻孔の皮弁が小さく，三

角形を呈すること，口蓋骨歯は前部のものが後部

の も の よ り 顕 著 に 長 い こ と な ど が Russell and 

Cressey (1979), Moyer and Sano (1985)，および山

田・柳下（2013）の示した S. jaculum の標徴とよ

く一致したため，本種と同定された．また，記載

標本の計数・計測値は Russell and Cressey (1979), 

Moyer and Sano (1985)，および山田・柳下（2013）

によって示された S. jaculum の値と概ね一致した

オグロエソは尾柄部に黒色斑があることによ

り，同属他種と容易に識別されるほか，以下の形

質の組み合わせによって識別される：背鰭軟条数

11–13（一般に 12），臀鰭軟条数 8–9（一般に 8），

側線有孔鱗数 59–62（一般に 60），側線上方横列

鱗数 5½–6½，側線下方横列鱗数 10–11，前鼻孔の

皮弁は小さく，三角形，口蓋骨・外翼状骨歯は先

端付近のもののみが他のものより長い（Russell 

and Cressey, 1979; Moyer and Sano, 1985；山田・柳

下，2013）．

Synodus jaculum は Russell and Cressey (1979) に

より，コモロ諸島，スリランカ，オーストラリア

東岸，パプアニューギニア，南シナ海，およびラ

イン諸島から得られた個体に基づき記載された．

また，Moyer and Sano (1985) は三宅島から得られ

た本種 2 個体を報告すると同時に本種に対し和名

オグロエソを提唱した．彼らの報告が，本種の標

本に基づく日本からの初めての報告である．その

後，オグロエソは八丈島（古瀬ほか，1996; Senou 

et al., 2002）， 小 笠 原 諸 島 父 島（Randall et al., 

1997），神奈川県下足柄郡真鶴町（Senou et al., 

2006），高知県土佐清水市以布利（平田ほか，

2001），柏島（平田ほか，1996），屋久島（Motomura 

et al., 2010），沖縄島（山田，1997），宮古諸島（Senou 

et al., 2007），西表島（吉野，2008）などから記録

されているが，鹿児島県本土においては未記録で

あり，本研究の記載標本は本種の九州沿岸におけ

る初めての分布記録となる．オグロエソの大隅半

島東岸における記録は，これまでの分布の空白を

埋めるものであり，本種が相模湾から琉球列島に

かけて広く分布することを示唆する．しかし，オ

グロエソは筆者らの内之浦湾を含む鹿児島県本土

における魚類相調査を通じ，記載標本の 1 個体の

みが得られており，本種の鹿児島県本土における

出現は極めて稀な，偶発的なものと考えられ，本

種が内之浦湾において再生産している可能性は低

いと思われる．
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